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初期飼育に適したカゴの構造

おわりに

　　　因　　子             効　果

１　攪　　拌 　　（あり，なし）

２　マスキングパターン（市松，スリット，なし）

３　種苗密度 　　（1.35 個，0.9 個，0.45 個 /cm2）

４　底面形状 　　（ラウンド，水平，間仕切り）

５　カゴの目合い　　　（5mm，3mm，2mm）

６　汚れ防止処理　　　（全面，側面，なし）

７　カゴの底辺長　　　（35cm，30cm，25cm）

８　カゴの高さ 　　（20cm，15cm，10cm）

稚貝の再配置

蜜殖防止

海水透過性

餌料供給

測定項目　攪　拌　マスキング　種苗密度　底面形状　目合い　　汚れ防止　底辺長　高さ

　殻　高　　あ り　　市   松　　  0.45    ラウンド　   3mm     　 全　面　　  25cm　  15cm

　殻　長　　あ り　　な   し　　  0.45　　   間仕切り　 3mm     　 全　面　　  25cm　   15cm

　殻　幅　　あ り　　な   し　　  0.45　　    水　平　    3mm     　 側　面　　  25cm　  15cm

　重　量　　あ り　 スリット        0.45　　    水　平　    3mm     　 側　面　　 25cm　   15cm

ボイルむき身   あり　    市   松　　  0.45　　    水　平　    3mm     　 側　面　　  25cm　  15cm

最適条件　　あり　市松 , なし      0.45 　  水　平　    3mm     　 側　面　　  25cm　  15cm

採用条件　　あり　　 な  し　　   0.45 　  水　平　    3mm     　 側　面　　  25cm　  15cm




